
(57)【要約】

　【課題】情報読み込み時のジッタやディスクの傷、汚

れ等により読取りエラーが多い場合にも、ディスクが未

記録か否かを確実に判断することができるディスク再生

装置を提供する。

　【解決手段】電源の投入時、あるいはディスクの挿入

時に、ＣＬＶ制御回路とＰＬＬ回路のゲインを下げた状

態でＵＴＯＣ領域のクラスタ３のデータを読み、目録情

報を正常に読み取れたか否かを判定する（ステップ101

）。目録情報が読み取れた場合には、記録済ディスクで

あると判断する（ステップ102）。読み取れなかった場

合、ＣＬＶ制御回路のゲインやＰＬＬ回路のゲインを増

加した後、クラスタ３のデータを読み、読取り条件を変

えても目録情報が読み取れなかった場合、同様にしてク

ラスタ４、５のデータを読み、目録情報が読み取れなか

った場合には、「未記録ディスク」と判断する（ステッ

プ119）。

　【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 デ ィ ス ク か ら の 情 報 を 再 生 す る た め の 信 号 を 検 出 す る 信 号 検 出 手 段 と 、 上 記 信 号 検 出 手
段 に よ り 検 出 さ れ た 信 号 を 処 理 す る 制 御 手 段 と を 備 え 、 上 記 制 御 手 段 が デ ィ ス ク の Ｕ Ｔ Ｏ
Ｃ 領 域 に 記 録 さ れ た 情 報 を 読 み 出 す こ と に よ り デ ィ ス ク が 未 記 録 か 否 か を 判 別 す る デ ィ ス
ク 再 生 装 置 で あ っ て 、
　 デ ィ ス ク の 記 録 有 無 の 判 断 時 に 、 上 記 Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ 領 域 に 記 録 さ れ た 情 報 を 読 み 出 せ な い と
き 、 上 記 制 御 手 段 が 情 報 の 読 取 り 条 件 を 変 更 す る こ と を 特 徴 と す る デ ィ ス ク 再 生 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ ィ ス ク 再 生 装 置 に お い て 、
　 上 記 デ ィ ス ク の 読 取 り ト ラ ッ ク を 一 定 線 速 度 で 走 行 さ せ る 線 速 度 制 御 手 段 を 備 え 、
　 上 記 Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ 領 域 に 記 録 さ れ た 情 報 を 読 み 出 せ な い と き 、 上 記 制 御 手 段 が 情 報 の 読 取 り
条 件 と し て 上 記 線 速 度 制 御 手 段 の ゲ イ ン を 変 更 す る こ と を 特 徴 と す る デ ィ ス ク 再 生 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ ィ ス ク 再 生 装 置 に お い て 、
　 上 記 信 号 検 出 手 段 が 位 相 同 期 ル ー プ 手 段 を 備 え 、
　 上 記 Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ 領 域 に 記 録 さ れ た 情 報 を 読 み 出 せ な い と き 、 上 記 制 御 手 段 が 情 報 の 読 取 り
条 件 と し て 上 記 位 相 同 期 ル ー プ 手 段 の ゲ イ ン を 変 更 す る こ と を 特 徴 と す る デ ィ ス ク 再 生 装
置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ ィ ス ク 再 生 装 置 に お い て 、
　 情 報 の 読 取 り 条 件 を 変 更 し て も デ ィ ス ク の Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ 領 域 に 記 録 さ れ た 情 報 を 読 み 出 せ な
い と き 、 上 記 制 御 手 段 が Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ 領 域 の 他 の ク ラ ス タ に 記 録 さ れ た 情 報 を 読 む こ と を 特 徴
と す る デ ィ ス ク 再 生 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 Ｍ Ｄ （ ミ ニ デ ィ ス ク ） 等 の デ ィ ス ク を 再 生 す る デ ィ ス ク 再 生 装 置 に 関 し 、 特
に 、 デ ィ ス ク が 未 記 録 か 否 か を 判 定 す る 機 能 を 備 え た デ ィ ス ク 再 生 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 Ｍ Ｄ は 、 曲 や 英 会 話 等 の １ ま と ま り の 音 声 情 報 を １ ト ラ ッ ク に 割 当 て て 録 音 さ れ る と と
も に 、 各 ト ラ ッ ク の 管 理 情 報 が Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ （ User’ s　 Table　 Of　 Contents） エ リ ア に 書 き
込 ま れ る よ う に な っ て い る 。
　 図 ３ は Ｍ Ｄ の 記 憶 領 域 を 示 す 図 で あ り 、 図 に 示 す よ う に 、 内 周 か ら 外 周 に 向 け て Ｔ Ｏ Ｃ
領 域 、 Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ 領 域 、 プ ロ グ ラ ム 領 域 、 リ ー ド ア ウ ト 領 域 の 順 に 配 置 さ れ 、 最 内 周 の Ｔ Ｏ
Ｃ 領 域 は 再 生 専 用 の 領 域 で あ り 、 Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ 領 域 、 プ ロ グ ラ ム 領 域 、 リ ー ド ア ウ ト 領 域 の 各
々 の 開 始 ア ド レ ス や 推 奨 す る 記 録 レ ー ザ ー パ ワ ー 値 等 の 記 録 を 行 う た め に 必 要 な 情 報 が あ
ら か じ め 記 録 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ 領 域 に は 、 プ ロ グ ラ ム 領 域 に 記 録 さ れ る 情 報 の 開 始 及 び 終 了 ア ド レ ス 、 情 報 の
楽 曲 名 等 の 目 録 情 報 が 記 録 さ れ 、 プ ロ グ ラ ム 領 域 へ の 情 報 の 記 録 後 、 あ る い は 消 去 等 の 編
集 が さ れ る 毎 に 書 き 換 え ら れ る 。 プ ロ グ ラ ム 領 域 に は 、 例 え ば 圧 縮 処 理 が 施 さ れ た オ ー デ
ィ オ 信 号 等 の 情 報 が 記 録 さ れ 、 最 外 周 の リ ー ド ア ウ ト 領 域 は Ｍ Ｄ の 終 端 を 示 す 領 域 で あ り
、 情 報 は 記 録 さ れ な い 。 Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ 領 域 、 プ ロ グ ラ ム 領 域 、 リ ー ド ア ウ ト 領 域 に は あ ら か じ
め 蛇 行 し た 案 内 溝 が 形 成 さ れ て お り 、 Ｍ Ｄ に 記 録 を 行 う た め に 必 要 な 絶 対 ア ド レ ス が 付 与
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ 領 域 は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ４ ８ ク ラ ス タ で 構 成 さ れ 、 目 録 情 報 は ０ ３
、 ０ ４ 、 ０ ５ ク ラ ス タ ア ド レ ス の ３ ク ラ ス タ の み に 記 録 さ れ る 。 ０ ２ ク ラ ス タ ア ド レ ス は
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最 適 パ ワ ー を 実 際 に 記 録 再 生 し て 求 め る と き に 使 用 す る Ｐ Ｃ Ａ （ Power　 Calibration　 Ar
ea） で あ り 、 残 り の ４ ４ ク ラ ス タ は リ ザ ー ブ さ れ て い る 。 目 録 情 報 が 記 録 さ れ る ３ ク ラ ス
タ に は 同 一 デ ー タ が 記 録 さ れ 、 そ れ ぞ れ ０ ０ ～ ０ ７ セ ク タ ま で が 定 義 さ れ 、 残 り の ２ ４ セ
ク タ は リ ザ ー ブ さ れ て い る 。 Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ セ ク タ ０ と 呼 ぶ ０ ０ セ ク タ は 必 須 で あ り 、 情 報 の 記
録 開 始 及 び 終 了 ア ド レ ス 等 を 目 録 情 報 と し て 記 録 す る 。 他 の セ ク タ は オ プ シ ョ ン で あ り 、
楽 曲 名 等 を 目 録 情 報 と し て 記 録 す る こ と が で き る 。 リ ザ ー ブ セ ク タ 及 び 未 使 用 セ ク タ に は
、 ０ デ ー タ が 記 録 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 の Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ 領 域 に 記 録 さ れ た 目 録 情 報 は 、 例 え ば 電 源 の 投 入 時 、 あ る い は Ｍ Ｄ の 挿
入 時 に 再 生 手 段 に よ り 再 生 さ れ 、 デ ィ ス ク 再 生 装 置 の 目 録 情 報 記 憶 部 に 記 憶 さ れ る （ 例 え
ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ３ ３ １ ５ １ ４ 号 公 報 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の よ う に 、 デ ィ ス ク 再 生 装 置 で は 、 電 源 の 投 入 時 、 あ る い は デ ィ ス ク の 挿 入 時 に Ｕ
Ｔ Ｏ Ｃ 領 域 に 記 録 さ れ た 目 録 情 報 を 再 生 し 、 目 録 情 報 記 憶 部 に 記 憶 す る が 、 こ の Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ
領 域 に 記 録 さ れ た 目 録 情 報 が 読 み 出 せ な い 場 合 に は 、 「 未 記 録 デ ィ ス ク 」 と 判 断 し て 再 生
を ス ト ッ プ す る よ う に し て い る 。
　 こ の よ う に デ ィ ス ク が 「 未 記 録 デ ィ ス ク 」 か 否 か の 判 断 を 行 う 場 合 、 従 来 は Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ 領
域 の ク ラ ス タ ３ に 記 録 さ れ て い る 目 録 情 報 を 読 み 取 り 、 目 録 情 報 が 読 み 出 せ な い 場 合 に 、
挿 入 さ れ て い る デ ィ ス ク が 「 未 記 録 デ ィ ス ク 」 と 判 断 し て い た が 、 実 際 に は デ ィ ス ク に デ
ー タ が 書 き 込 ま れ て い る に も か か わ ら ず 、 情 報 読 み 込 み 時 の ジ ッ タ や デ ィ ス ク の 傷 、 汚 れ
等 の 影 響 で デ ー タ エ ラ ー が 多 く 、 デ ー タ が 読 み 込 め な い 場 合 に 、 「 記 録 済 デ ィ ス ク 」 を 「
未 記 録 デ ィ ス ク 」 で あ る と 判 断 し て し ま う 恐 れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 情 報 読 み 込 み 時 の ジ ッ タ や デ ィ ス ク の
傷 、 汚 れ 等 に よ り 読 取 り エ ラ ー が 多 い 場 合 に も 、 デ ィ ス ク が 未 記 録 か 否 か を 確 実 に 判 断 す
る こ と が で き る デ ィ ス ク 再 生 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 述 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 る デ ィ ス ク 再 生 装 置 （ １ ） は 、
　 デ ィ ス ク か ら の 情 報 を 再 生 す る た め の 信 号 を 検 出 す る 信 号 検 出 手 段 と 、 上 記 信 号 検 出 手
段 に よ り 検 出 さ れ た 信 号 を 処 理 す る 制 御 手 段 と を 備 え 、 上 記 制 御 手 段 が デ ィ ス ク の Ｕ Ｔ Ｏ
Ｃ 領 域 に 記 録 さ れ た 情 報 を 読 み 出 す こ と に よ り デ ィ ス ク が 未 記 録 か 否 か を 判 別 す る デ ィ ス
ク 再 生 装 置 で あ っ て 、
　 デ ィ ス ク の 記 録 有 無 の 判 断 時 に 、 上 記 Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ 領 域 に 記 録 さ れ た 情 報 を 読 み 出 せ な い と
き 、 上 記 制 御 手 段 が 情 報 の 読 取 り 条 件 を 変 更 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る デ ィ ス ク 再 生 装 置 （ ２ ） は 、 デ ィ ス ク 再 生 装 置 （ １ ） に お い て 、
　 上 記 デ ィ ス ク の 読 取 り ト ラ ッ ク を 一 定 線 速 度 で 走 行 さ せ る 線 速 度 制 御 手 段 を 備 え 、
　 上 記 Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ 領 域 に 記 録 さ れ た 情 報 を 読 み 出 せ な い と き 、 上 記 制 御 手 段 が 情 報 の 読 取 り
条 件 と し て 上 記 線 速 度 制 御 手 段 の ゲ イ ン を 変 更 す る こ と を 特 徴 と す る 。 　
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 に 係 る デ ィ ス ク 再 生 装 置 （ ３ ） は 、 デ ィ ス ク 再 生 装 置 （ １ ） に お い て 、
　 上 記 信 号 検 出 手 段 が 位 相 同 期 ル ー プ 手 段 を 備 え 、
　 上 記 Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ 領 域 に 記 録 さ れ た 情 報 を 読 み 出 せ な い と き 、 上 記 制 御 手 段 が 情 報 の 読 取 り
条 件 と し て 上 記 位 相 同 期 ル ー プ 手 段 の ゲ イ ン を 変 更 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る デ ィ ス ク 再 生 装 置 （ ４ ） は 、 デ ィ ス ク 再 生 装 置 （ １ ） に お い て 、
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　 情 報 の 読 取 り 条 件 を 変 更 し て も デ ィ ス ク の Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ 領 域 に 記 録 さ れ た 情 報 を 読 み 出 せ な
い と き 、 上 記 制 御 手 段 が Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ 領 域 の 他 の ク ラ ス タ に 記 録 さ れ た 情 報 を 読 む こ と を 特 徴
と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る デ ィ ス ク 再 生 装 置 （ １ ） ～ （ ３ ） に よ れ ば 、 実 際 に は デ ィ ス ク に デ ー タ が
書 き 込 ま れ て い る に も か か わ ら ず 、 ジ ッ タ 等 の 影 響 で デ ー タ 読 取 り エ ラ ー が 多 く 、 デ ー タ
が 読 め な い 場 合 で も 、 線 速 度 制 御 手 段 や 位 相 同 期 ル ー プ 手 段 の ゲ イ ン 等 の 情 報 の 読 取 り 条
件 を 変 更 し て 再 度 Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ 領 域 に 記 録 さ れ た 目 録 情 報 が 読 ま れ る の で 、 「 記 録 済 デ ィ ス ク
」 を 誤 っ て 「 未 記 録 デ ィ ス ク 」 で あ る と 判 断 す る 可 能 性 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る デ ィ ス ク 再 生 装 置 （ ４ ） に よ れ ば 、 情 報 の 読 取 り 条 件 を 変 更 し て も
デ ィ ス ク の Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ 領 域 に 記 録 さ れ た 目 録 情 報 を 読 み 出 せ な い と き 、 Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ 領 域 の 他 の
ク ラ ス タ に 記 録 さ れ た 目 録 情 報 が 読 ま れ る の で 、 「 記 録 済 デ ィ ス ク 」 を 誤 っ て 「 未 記 録 デ
ィ ス ク 」 で あ る と 判 断 す る 可 能 性 を さ ら に 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の デ ィ ス ク 再 生 装 置 の 一 実 施 例 に つ い て 、 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
　 図 １ は 光 デ ィ ス ク 再 生 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ り 、 こ の 光 デ ィ ス ク 装 置 は 、 ス
ピ ン ド ル モ ー タ （ Ｓ ／ Ｍ ） １ 、 光 学 ヘ ッ ド ２ 、 信 号 処 理 回 路 ３ 、 位 相 同 期 ル ー プ （ Ｐ Ｌ Ｌ
） 回 路 ４ 、 Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 ５ 、 コ ン ト ロ ー ラ ６ 、 Ｃ Ｌ Ｖ 制 御 回 路 ７ 、 か ら 構 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ス ピ ン ド ル モ ー タ １ は 情 報 記 録 媒 体 で あ る 光 デ ィ ス ク １ ０ を 回 転 さ せ 、 光 学 ヘ ッ ド ２ は
、 光 デ ィ ス ク １ ０ に 光 を 投 射 し 、 光 デ ィ ス ク か ら 反 射 さ れ た 光 を 検 出 す る こ と に よ り 、 光
デ ィ ス ク １ ０ に 記 録 さ れ た 情 報 を 再 生 す る 。 こ の 光 学 ヘ ッ ド ２ は 、 光 デ ィ ス ク １ ０ の 記 録
面 に 対 し て 垂 直 に 配 置 さ れ て お り 、 光 デ ィ ス ク １ ０ の 半 径 方 向 へ 走 行 し な が ら 光 デ ィ ス ク
１ ０ の 記 録 面 に 光 を 投 射 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 光 学 ヘ ッ ド ２ に よ り 再 生 さ れ た 信 号 は 信 号 処 理 回 路 ３ と Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 ４ に 入 力 さ れ 、 信 号
処 理 回 路 ３ か ら の Ｒ Ｆ 再 生 信 号 が Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 ５ に よ り ア ナ ロ グ 信 号 に 変 換 さ れ て 再 生
領 域 に 伝 達 さ れ る 。 一 方 、 Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 ４ は 再 生 信 号 よ り チ ャ ン ネ ル ク ロ ッ ク （ 再 生 信 号 に
同 期 し た デ ー タ 読 取 り 用 ク ロ ッ ク ） を 生 成 し て 信 号 処 理 回 路 ３ に 入 力 し 、 信 号 処 理 回 路 ３
か ら の 集 束 誤 差 信 号 と ト ラ ッ キ ン グ 誤 差 信 号 を 含 む 誤 差 信 号 が コ ン ト ロ ー ラ ６ に 入 力 さ れ
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の コ ン ト ロ ー ラ ６ は Ｃ Ｐ Ｕ １ １ 、 Ｒ Ｏ Ｍ １ ２ 、 Ｒ Ａ Ｍ １ ３ を 備 え 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ は 光 デ
ィ ス ク 装 置 の ハ ー ド ウ ェ ア 各 部 を 制 御 す る と と も に 、 Ｒ Ｏ Ｍ １ ２ に 記 憶 さ れ た プ ロ グ ラ ム
に 基 づ い て 各 種 の プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る 。 Ｒ Ｏ Ｍ １ ２ は 光 デ ィ ス ク 装 置 の 動 作 に 必 要 な 種
々 の プ ロ グ ラ ム を 予 め 記 憶 し て お り 、 Ｒ Ａ Ｍ １ ３ は Ｓ Ｒ Ａ Ｍ 等 で 構 成 さ れ 、 プ ロ グ ラ ム の
実 行 時 に 発 生 す る 一 時 的 な デ ー タ を 記 憶 す る と と も に 、 目 録 情 報 を 記 憶 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 す な わ ち 、 コ ン ト ロ ー ラ ６ は 光 デ ィ ス ク 再 生 装 置 の 電 源 投 入 時 あ る い は 光 デ ィ ス ク １ ０
が 装 填 さ れ た 時 点 で 、 ス ピ ン ド ル モ ー タ １ 及 び 光 学 ヘ ッ ド ２ を 駆 動 し 、 光 デ ィ ス ク の 最 内
周 側 に 設 定 さ れ て い る Ｔ Ｏ Ｃ 領 域 、 Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ 領 域 の デ ー タ を 抽 出 し 、 Ｒ Ａ Ｍ １ ３ に 記 憶 す
る 。 そ し て 、 曲 の 再 生 を 行 う 場 合 、 コ ン ト ロ ー ラ ６ は Ｒ Ａ Ｍ １ ３ に 記 憶 さ れ た 情 報 か ら 各
ト ラ ッ ク （ 曲 ） の 開 始 及 び 終 了 ア ド レ ス を 読 み 込 み 、 指 定 さ れ た 曲 の 先 頭 番 地 へ 光 学 ヘ ッ
ド ２ を 移 動 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 こ の コ ン ト ロ ー ラ ６ は 、 信 号 処 理 回 路 ３ か ら の 誤 差 信 号 を 演 算 処 理 し て 、 そ の 結
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果 を Ｃ Ｌ Ｖ （ 一 定 線 速 度 、 Constant　 Linear　 Velocity） 制 御 回 路 ７ に 出 力 し 、 こ の Ｃ Ｌ
Ｖ 制 御 回 路 ７ が ス ピ ン ド ル モ ー タ １ を 制 御 す る こ と に よ り 光 学 ヘ ッ ド ２ が 位 置 す る ト ラ ッ
ク の 線 速 度 を 一 定 に 制 御 す る 。 す な わ ち 、 光 デ ィ ス ク １ ０ の 記 録 面 の 情 報 の 記 録 ／ 再 生 時
、 光 デ ィ ス ク １ ０ を 回 転 さ せ る ス ピ ン ド ル モ ー タ １ の 回 転 速 度 は 記 録 ／ 再 生 ト ラ ッ ク の 位
置 に よ っ て 変 化 さ せ な け れ ば な ら ず 、 Ｃ Ｌ Ｖ 制 御 回 路 ７ は ス ピ ン ド ル モ ー タ １ の 回 転 速 度
を 前 も っ て 計 算 し て 制 御 す る こ と に よ り 、 情 報 の 記 録 ／ 再 生 時 、 デ ィ ス ク の 各 ト ラ ッ ク が
一 定 線 速 度 で 走 行 す る よ う に 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 の Ｃ Ｌ Ｖ 制 御 回 路 ７ や Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 ４ の ゲ イ ン を 上 げ る と 、 デ ィ ス ク 回 転 の 変 動 に 対
し て 敏 感 に 応 答 し 、 す ば や く 狙 い の 回 転 に あ わ す こ と が で き 、 こ れ ら の 回 路 の ゲ イ ン を 下
げ る と 、 デ ィ ス ク 回 転 の 変 動 に 対 す る 応 答 が 鈍 く な る 。
　 例 え ば 、 デ ィ ス ク に 傷 、 汚 れ 等 が あ っ た 場 合 、 Ｃ Ｌ Ｖ 制 御 回 路 ７ や Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 ４ の ゲ イ
ン が 高 す ぎ る と 、 そ の 傷 に 対 し 敏 感 に 反 応 し 、 過 剰 に 回 転 制 御 を 行 っ て し ま う た め 、 読 取
り エ ラ ー が 増 加 す る 。 逆 に 、 こ れ ら の 回 路 の ゲ イ ン が 低 す ぎ る と 、 回 転 制 御 が 充 分 に で き
な い た め に 、 ジ ッ タ が 多 い デ ィ ス ク に 対 し て 読 取 り エ ラ ー が 増 加 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 電 源 の 投 入 時 、 あ る い は 光 デ ィ ス ク の 挿 入 時 に 、 光 デ ィ ス ク の Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ 領 域 に 目
録 情 報 が 記 録 さ れ て い る か 否 か を 判 別 す る こ と に よ り 、 装 填 さ れ て い る 光 デ ィ ス ク が 「 記
録 済 デ ィ ス ク 」 か 「 未 記 録 デ ィ ス ク 」 か を 判 断 す る 場 合 の 作 用 に つ い て 、 図 ２ の フ ロ ー チ
ャ ー ト に よ り 説 明 す る 。
　 電 源 の 投 入 時 、 あ る い は 光 デ ィ ス ク の 挿 入 時 、 コ ン ト ロ ー ラ ６ の Ｃ Ｐ Ｕ １ １ は 図 ２ の フ
ロ ー チ ャ ー ト に 示 す 未 記 録 デ ィ ス ク 判 定 プ ロ グ ラ ム を 開 始 し 、 ま ず 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ は 光 学 ヘ
ッ ド ２ を 光 デ ィ ス ク １ ０ の 内 周 側 に 移 動 し 、 Ｃ Ｌ Ｖ 制 御 回 路 ７ と Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 ４ の ゲ イ ン を
下 げ た 状 態 で Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ 領 域 の ク ラ ス タ ３ の デ ー タ を 読 み 、 目 録 情 報 が 正 常 に 読 み 取 れ た か
否 か を 判 定 す る （ ス テ ッ プ １ ０ １ ） 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 目 録 情 報 が 読 み 取 れ た 場 合 に は 、 装 填 さ れ て い る デ ィ ス ク が 「 記 録 済 デ ィ ス ク 」 で あ る
と 判 断 し （ ス テ ッ プ １ ０ ２ ） 、 プ ロ グ ラ ム を 終 了 す る 。 こ の 場 合 、 Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ 部 分 に 傷 、 汚
れ 等 が あ っ て 読 み に く い 状 態 で あ っ て も 、 Ｃ Ｌ Ｖ 制 御 回 路 ７ と Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 ４ の ゲ イ ン を 下
げ た 状 態 で ク ラ ス タ ３ の デ ー タ が 読 ま れ る の で 、 こ れ ら の 傷 、 汚 れ に 対 す る 応 答 が 鈍 く な
り 、 読 取 り エ ラ ー を 減 ら す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ス テ ッ プ １ ０ １ に お い て 、 目 録 情 報 が 読 み 取 れ な か っ た 場 合 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ は Ｃ Ｌ Ｖ 制 御
回 路 ７ の ゲ イ ン を 増 加 し た （ ス テ ッ プ １ ０ ３ ） 後 、 ク ラ ス タ ３ の デ ー タ を 読 み 、 目 録 情 報
が 正 常 に 読 み 取 れ た か 否 か を 判 定 す る （ ス テ ッ プ １ ０ ４ ） 。 目 録 情 報 が 読 み 取 れ た 場 合 に
は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ は 装 填 さ れ て い る デ ィ ス ク が 「 記 録 済 デ ィ ス ク 」 で あ る と 判 断 し （ ス テ ッ
プ １ ０ ２ ） 、 ス テ ッ プ １ ０ ４ で も 、 目 録 情 報 が 読 み 取 れ な か っ た 場 合 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ は Ｐ Ｌ
Ｌ 回 路 ４ の ゲ イ ン を 増 加 し た （ ス テ ッ プ １ ０ ５ ） 後 、 ク ラ ス タ ３ の デ ー タ を 読 み 、 目 録 情
報 が 正 常 に 読 み 取 れ た か 否 か を 判 定 す る （ ス テ ッ プ １ ０ ６ ） 。
　 以 上 の よ う に 、 Ｃ Ｌ Ｖ 制 御 回 路 ７ と Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 ４ の ゲ イ ン を 上 げ る こ と に よ り 、 上 記 の
よ う に 、 回 転 ム ラ に 対 し て 敏 感 に 応 答 す る よ う に な る の で 、 も と も と ジ ッ タ が 多 い デ ィ ス
ク の 読 み 取 り エ ラ ー を 減 ら す こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ １ ０ ６ に お い て も 、 目 録 情 報 が 読 み 取 れ な か っ た 場 合 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ は Ｃ
Ｌ Ｖ 制 御 回 路 ７ と Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 ４ の ゲ イ ン を も と の 小 さ い 状 態 に 復 帰 さ せ た （ ス テ ッ プ １ ０
７ ） 後 、 Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ 領 域 の ク ラ ス タ ４ の デ ー タ を 読 み 、 目 録 情 報 が 正 常 に 読 み 取 れ た か 否 か
を 判 定 す る （ ス テ ッ プ １ ０ ８ ） 。 目 録 情 報 が 読 み 取 れ な か っ た 場 合 、 さ ら に Ｃ Ｐ Ｕ １ １ は
Ｃ Ｌ Ｖ 制 御 回 路 ７ の ゲ イ ン を 上 げ た （ ス テ ッ プ １ ０ ９ ） 後 、 ク ラ ス タ ４ の デ ー タ を 読 み 、
目 録 情 報 を 正 常 に 読 み 取 れ た か 否 か を 判 定 す る （ ス テ ッ プ １ １ ０ ） 。
　 ス テ ッ プ １ １ ０ で も 、 目 録 情 報 が 読 み 取 れ な か っ た 場 合 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ は Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 ４ の
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ゲ イ ン を 上 げ た （ ス テ ッ プ １ １ １ ） 後 、 ク ラ ス タ ４ の デ ー タ を 読 み 、 目 録 情 報 を 正 常 に 読
み 取 れ た か 否 か を 判 定 す る （ ス テ ッ プ １ １ ２ ） 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ １ １ ２ お い て も 、 目 録 情 報 が 読 み 取 れ な か っ た 場 合 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ １ は 、
同 様 に 、 Ｃ Ｌ Ｖ 制 御 回 路 ７ と Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 ４ の ゲ イ ン を も と の 小 さ い 状 態 に 復 帰 さ せ た 状 態
で の Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ 領 域 の ク ラ ス タ ５ の デ ー タ の 読 取 り 、 Ｃ Ｌ Ｖ 制 御 回 路 ７ 及 び Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 ４ の
ゲ イ ン を 上 げ た 状 態 で の ク ラ ス タ ５ の デ ー タ の 読 取 り を 行 っ て 、 目 録 情 報 が 正 常 に 読 み 取
れ た か 否 か を 判 定 し （ ス テ ッ プ １ １ ３ ～ １ １ ８ ） 、 い ず れ の ス テ ッ プ で も 目 録 情 報 が 読 み
取 れ な か っ た 場 合 は 、 装 填 さ れ て い る デ ィ ス ク が 「 未 記 録 デ ィ ス ク 」 と 判 断 し （ ス テ ッ プ
１ １ ９ ） 、 プ ロ グ ラ ム を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 上 の よ う に 、 実 際 に は デ ィ ス ク に デ ー タ が 書 き 込 ま れ て い る に も か か わ ら ず 、 傷 や ジ
ッ タ 等 の 影 響 で デ ー タ 読 取 り エ ラ ー が 多 く 、 デ ー タ が 読 め な い 場 合 で も 、 Ｃ Ｌ Ｖ 制 御 回 路
と Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 の ゲ イ ン を 変 更 し て 再 度 Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ 領 域 に 記 録 さ れ た 目 録 情 報 が 読 ま れ る の で
、 「 記 録 済 デ ィ ス ク 」 を 誤 っ て 「 未 記 録 デ ィ ス ク 」 で あ る と 判 断 す る 可 能 性 を 減 少 さ せ る
こ と が で き る 。
　 ま た 、 Ｃ Ｌ Ｖ 制 御 回 路 と Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 の ゲ イ ン を 変 更 し て も デ ィ ス ク の Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ 領 域 に 記
録 さ れ た 目 録 情 報 を 読 み 出 せ な い と き 、 Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ 領 域 の 他 の ク ラ ス タ に 記 録 さ れ た 目 録 情
報 が 読 ま れ る の で 、 「 記 録 済 デ ィ ス ク 」 を 誤 っ て 「 未 記 録 デ ィ ス ク 」 で あ る と 判 断 す る 可
能 性 を さ ら に 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 記 の 実 施 例 で は 、 初 め に Ｃ Ｌ Ｖ 制 御 回 路 と Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 の ゲ イ ン を 小 さ く し て Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ
領 域 に 記 録 さ れ た 目 録 情 報 を 読 み 、 読 め な い 場 合 に Ｃ Ｌ Ｖ 制 御 回 路 と Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 の ゲ イ ン
を 大 き く し て 、 再 び Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ 領 域 に 記 録 さ れ た 目 録 情 報 を 読 み 込 ん だ が 、 初 め に Ｃ Ｌ Ｖ 制
御 回 路 と Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 の ゲ イ ン が 大 き な 状 態 で Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ 領 域 に 記 録 さ れ た 目 録 情 報 を 読 み 、
読 め な い 場 合 に Ｃ Ｌ Ｖ 制 御 回 路 と Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 の ゲ イ ン を 小 さ く し て 、 再 び Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ 領 域 に
記 録 さ れ た 目 録 情 報 を 読 む よ う に す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 上 記 の 実 施 例 で は Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ 領 域 に 記 録 さ れ た 目 録 情 報 が 読 め な い 場 合 に 変 更 す る
読 取 り 条 件 と し て 、 Ｃ Ｌ Ｖ 制 御 回 路 と Ｐ Ｌ Ｌ 回 路 の ゲ イ ン を 使 用 し た が 、 他 の 読 取 り 条 件
を 変 え る よ う に す る こ と も 可 能 で あ る 。
　 さ ら に 、 本 発 明 の デ ィ ス ク 再 生 装 置 は 、 Ｍ Ｄ だ け で な く Ｃ Ｄ － Ｒ （ コ ン パ ク ト デ ィ ス ク
－ リ ラ イ タ ブ ル ） 等 の 様 々 な デ ィ ス ク を 再 生 す る デ ィ ス ク 再 生 装 置 に 適 用 す る こ と が 可 能
で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の デ ィ ス ク 再 生 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 装 填 さ れ て い る 光 デ ィ ス ク が 「 記 録 済 デ ィ ス ク 」 か 「 未 記 録 デ ィ ス ク 」 か を 判 断
す る 場 合 の 作 用 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ 】 Ｍ Ｄ の 記 憶 領 域 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 Ｕ Ｔ Ｏ Ｃ 領 域 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 １ 　 ス ピ ン ド ル モ ー タ （ Ｓ ／ Ｍ ）
　 ２ 　 光 学 ヘ ッ ド
　 ３ 　 信 号 処 理 回 路
　 ４ 　 Ｐ Ｌ Ｌ 回 路
　 ５ 　 Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路
　 ６ 　 コ ン ト ロ ー ラ
　 ７ 　 Ｃ Ｌ Ｖ 制 御 回 路
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　 １ １ 　 Ｃ Ｐ Ｕ
　 １ ２ 　 Ｒ Ｏ Ｍ
　 １ ３ 　 Ｒ Ａ Ｍ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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